
 
美術科を学ぼう 

 
１ 美術科の学習の目標 

 □表現及び鑑賞の幅広い活動を通して、造形的な見方・考え方を働かせ、生活や社会の中の美術や美術
文化と豊かに関わる資質・能力を次の通り育成することを目指す。 

  （１）対象や事象を捉える造形的な視点について理解するとともに、表現方法を創意工夫し、創造的
に表すことができるようにする。 

  （２）造形的なよさや美しさ、表現の意図と工夫、美術の働きなどについて考え、主題を生み出し豊
かに発想し構想を練ったり、美術や美術文化に対する見方や感じ方を深めたりすることができ
るようにする。 

 （３）美術の創造活動の喜びを味わい、美術を愛好する心情を育み、感性を豊かにし、心豊かな生活
を創造していく態度を養い、豊かな情操を養う。 

＊表現の分野…美術に親しみ、感じたこと、考えたことを基にテーマを決める。目的、条件、美しさを
考えて、色や形を生き生きと表現するように構想を練る。材料や用具の特性をいかし、
主体的に表現する能力を身につける。 

＊鑑賞の分野…美術作品に親しみ、よさや美しさを感じ取ったり、味わったりして、長く美術を愛好す
る心情と意欲を育てる。 

 
２ 各学年の目標 
学年  項 目    内  容 
 
 １ 
 
 
 
 
 

 
Ａ表現 
 
 

・自然や身近なものを観察し、形や色彩の特徴や美しさなどをとらえてスケッチを
すること。 

・多様な表現方法を工夫し、絵やイラストレーション、彫刻などに美しく表現する
こと。 

 
Ｂ鑑賞 
 
 

・美術作品や生徒作品の表現などに表された作者の心情や意図と表現の工夫を感じ
取り、作品の見方を広げ、多様な表現のよさや美しさなどを味わい、鑑賞に親し
むこと。 

・生活の中のデザインや伝統的な工芸を鑑賞する。 
 
 ２ 
 ・ 
 ３ 
 
 
 
 
 

 
Ａ表現 
 
 

・対象を深く見つめ感じ取ったこと、考えたこと、想像や感情など心の世界をスケ
ッチすること。 

・日本及び諸外国の作品の独特な表現形式や構成、技法などに関心を持ち自分の表
現意図に合う新たな表現方法を研究するなどして創造的に表現すること。 

 
Ｂ鑑賞 
 

・作者の心情や意図と創造的な表現の工夫などを理解する。・日本の美術や文化と
伝統に対して継承と創造への関心を高める。・日本及び諸外国の美術の文化遺産
を鑑賞し、国際理解を深める。・現代及び文化遺産としてのデザインの洗練され
た美しさなどを感じ取り、自己の美意識を高める。・美術作品や生活の中の造形
に取り入られている自然のよさや美しさを理解する。 

 
３ 指導計画                                ※授業時数等の関係で題材が変更になることがあります。 

学期 １年 ２年 ３年 
１ 
 
２ 
 
３ 

・レタリング（デザイン） 
・木工芸（工芸） 
・郷土を描く（絵画） 
・絵文字（デザイン） 
・スケッチ（絵画） 
・鑑賞 

・SDGｓポスター（デザイン） 
・文字のデザイン（デザイン） 
・郷土を描く（絵画） 
・木彫（工芸） 
・スケッチ（絵画）  
・鑑賞 

・鑑賞 ・スケッチ（絵画） 
・時の集積（立体・デザイン） 
・郷土を描く（絵画） 
・篆刻制作(彫刻・工芸) 
・パワー漢字（デザイン） 
・鑑賞 

 
４ 美術の授業の受け方 
（１）授業では 
・課題(テーマ)に応じた作品づくりを通して、思いを込めて楽しく表現活動を行い、人まねではない
オンリーワンな納得のいく作品を完成させることが大切です。 

・時間３分前には美術室に移動し着席し準備する。授業に必要な道具、材料類は忘れずに準備する。
・機材、工具類、用具、道具類、特に刃物類の取り扱いには十分注意し、正しく安全に使用する。 
・活動後の片付けは協力して行い、借りた物の返却には責任を持ち、教室の衛生、美化に努める。 
・プリント ワークシート類はしっかり整理、ファイルし、いつでも提出できるようにしておく。 
・制作中は私語厳禁。落ち着いた雰囲気の中で集中して取り組めるようにみんなで協力する。 
・ＩＣＴ（タブレット等）は有効に活用し、使用上の約束や注意点などしっかり守って使用する。 
・作品等の提出は必ず期限内に完成させて提出する。 

（２）家庭では 
・美術作品、芸術作品などの本物、実物にふれる機会の第１位は美術館や展覧会の見学です。家族で
各種展覧会に出かけ、本物に出会うことは大きな刺激となり、興味関心を呼び起こします。 

また、インターネットでの検索、バーチャルでの体験なども手軽に興味深く楽しめます。動画やＴ
Ｖなどの芸術番組を視聴、図書館や書店などで手頃な画集で感想を語り合うのも良いと思います。
まずは、タブレットを美術の世界への窓口として、身近なアートを楽しんでみてください。 

 ・学校で調べた情報や資料を基に、自分自身が様々な角度から発想し工夫をして更なる表現や鑑賞す
る心を養いながら生活することを心がけましょう。 

 ・必要な道具、材料を準備する。絵の具、彫刻刀、その他必要に応じて補充しておく。持ち帰った作
品は大切に保管したり、飾ったり、使ったりして活かす。タブレットを活用し、次時の準備や制作
に生かす。制作の進度が遅れている場合は、指示を受けて家庭で進めてくる。 

 
５ 授業の用具など 

・実技教科なので制作、作業が中心となります。体育着（ジャージ）に着替えて制作します。      
・資料集と教科書を併用します。２・３年生は２・３の上下を２年間使います。１年生の時の教科書                                                                                    
も合わせて持参し、３年間セットで使用できるように保管しておいてください。 

 ・教科書 ・資料集 ・タブレット 
・筆記用具 ・ネームペン ・色鉛筆１２色以上 
・定規、コンパス類 ・のり（液体のり） ・はさみ 
・絵の具（水彩絵の具・アクリルガッシュ絵の具など）  

 
 
 
 

 
 ※美術科セットは、基本教室のロッカーに置いておきます。 
 ※教材教具は学年によって、題材によって異なるので、その都度授業などで説明します。また、上記

以外でも材料などで必要な物は随時連絡します。 

 
６ 美術の評価の観点及び評価・評定の方法 

     知識・技能         思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
・対象や事象を捉える造形的な
視点について理解している。 

・表現方法を創意工夫し、創造
的に表している。 

・造形的なよさや美しさ、表現の意
図と工夫、美術の働きなどについ
て考えるとともに、主題を生み出
し豊かに発想し構想を練ったり、
美術や美術文化に対する見方や感
じ方を深めたりしている。 

・美術の創造活動の喜びを味わい
主体的に表現及び鑑賞の幅広い
学習活動に取り組もうとしてい
る。 

・「知識」は造形的な視点につ
いての理解です。形や色彩、
材料、光などの性質や、それ
らが感情にもたらす効果など
を理解できているか。また、
全体のイメージや作風などで
捉えることを理解できている
かを評価します。 

・「技能」は、これまでと変わ
らず創造的に表す技能です。
一人一人が発想や構想したこ
とを基に、材料や用具などを
生かし工夫するなどして創造
的に表しているかを評価しま
す。 

・「思考・判断・表現」は、「Ａ表
現」の発想や構想を通して育成す
る力と、「Ｂ鑑賞」の鑑賞を通し
て育成する力で構成されます。発
想や構想において、造形的なよさ
や美しさ、表現の意図と工夫、美
術の働きなどについて考えるとと
もに、主題を生み出し豊かに発想
し構想を練ることができているか
を評価します。鑑賞において、造
形的なよさや美しさ、表現の意図
と工夫、美術の働きなどについて
考えるとともに、美術や美術文化
に対する見方や感じ方を広げたり
深めたりすることができているか
を評価します。 

・「学びに向かう力、人間性等」
について、“美術を愛好する心
情”、“感性”、“心豊かな生活を
創造していく態度”、“豊かな情
操”は観点別評価になじまない
ため、ここでは評価しません。
美術の創造活動の喜びを味わい
ながら、「知識・技能」や「思
考・判断・表現」を身に付ける
学習活動に主体的に取り組もう
とする態度を評価します。 

 
 

 ※３つの観点の評価は、次に示したものを中心に総括して行います。 
①制作記録カードの毎時間の記入内容や活用、提出状況。 
②授業（作品制作）での取り組み姿勢、パフォーマンス状況。 
③作品制作の計画性、進度や提出、用具や材料の準備状況。 
④定期テストの実技試験、各種ワークシート、タブレットの活用状況。 
⑤作品類。 
⑥作品や鑑賞資料などに関するレポート類。     

［評価］ ・十分満足できる…Ａ   ・ほぼ満足できる…Ｂ ・努力を要する…Ｃ 
［評定］３つの観点別評価を総括して５段階評定となります。 

・十分満足できるもののうち特に程度が高い…５  ・十分満足できる……４ 
・おおむね満足できる…３ ・努力を要する…２  ・一層の努力を要する…１ 

 


